
関
東
森
林
管
理
局
が
管
理
す
る
１
都
10

県
の
国
有
林
は
、
管
内
の
森
林
の
29
％
を

占
め
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
は
、
平
成
30
年
度
、

こ
の
国
有
林
に
つ
い
て
公
益
重
視
の
管
理

経
営
を
一
層
推
進
す
る
中
で
、
林
業
の
成

長
産
業
化
に
貢
献
す
る
た
め
、
主
伐
・
再

造
林
の
推
進
、
林
業
の
低
コ
ス
ト
化
の
加

速
化
、
民
有
林
と
の
連
携
強
化
、
需
要
者

ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
林
産
物
供
給
等
に

取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
野
生
生
物
と
の
共
存
に
向
け
た

取
組
や
緑
の
国
土
強
靱
化
に
向
け
た
取
組
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
へ
の

貢
献
な
ど
、
国
民
の
皆
様
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
し
つ
つ
、
開
か
れ
た

「
国
民
の
森
林
」
と
し
て
の
管
理
経
営
を

進
め
ま
す
。
平
成
30
年
度
の
重
点
取
組
事

項
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

１

林
業
の
成
長
産
業
化
へ
の
貢
献

①
主
伐
・
再
造
林
の
推
進

管
内
の
国
有
林
は
、
利
用
期
を
迎
え
た

高
齢
級
の
人
工
林
が
55
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
作
用
の
保
全
・

強
化
を
図
る
た
め
、
間
伐
を
適
切
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
人
工
林
の
主
伐
・
再
造

林
（
森
林
の
若
返
り
）
を
加
速
し
ま
す
。

［
主
伐
面
積
：
対
前
年
実
績
比
106
％
］

再
造
林
に
当
た
っ
て
は
、
花
粉
症
対
策

苗
木
を
植
栽
す
る
と
と
も
に
、
ス
ギ
以
外

の
樹
種
へ
の
転
換
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

種
苗
生
産
者
が
安
心
し
て
花
粉
症
対
策
苗

木
の
生
産
拡
大
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
花

粉
症
対
策
苗
木
の
需
要
見
通
し
を
積
極
的

に
情
報
提
供
し
ま
す
。

針
葉
樹
と
広
葉
樹
が
混
在
す
る
森
林
、

林
齢
や
樹
種
が
異
な
る
林
分
が
モ
ザ
イ
ク

状
に
配
置
さ
れ
た
森
林
な
ど
、
多
様
な
森

林
へ
の
誘
導
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
林
業
の
低
コ
ス
ト
化
の
加
速
化

林
業
の
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
た
技
術
を

積
極
的
に
導
入
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
高
性
能
林
業
機
械
を
活

用
し
て
伐
採
か
ら
造
林
ま
で
の
作
業
を
連

続
し
て
行
う
「
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
」
を

管
内
全
域
で
推
進
し
ま
す
。

［
実
施
面
積
：
対
前
年
度
比
350
％
］

ま
た
、
従
来
の
裸
苗
と
比
べ
て
植
栽
作

業
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
、
コ
ン
テ
ナ
苗

へ
の
転
換
を
推
進
し
ま
す
。

［
植
栽
本
数
に
占
め
る
コ
ン
テ
ナ
苗
の
割

合

27
％
（
Ｈ
29
）
→
50
％
（
Ｈ
30
）
］

間
伐
は
、
高
効
率
で
生
産
性
が
高
く
、

か
つ
、
か
か
り
木
の
発
生
が
少
な
く
労
働

安
全
性
が
高
い
「
列
状
間
伐
」
を
徹
底
し

ま
す
。

下
刈
は
、
夏
季
の
炎
天
下
や
急
斜
面
と

い
っ
た
厳
し
い
労
働
環
境
で
行
わ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
新
規
就
業
者
の
定
着
を
図
る

上
で
も
、
そ
の
省
力
化
が
大
き
な
課
題
で

す
。
こ
れ
ま
で
は
植
栽
し
た
年
か
ら
５
～

６
年
間
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

平成３０年５月２９日 関 東 森 林 管 理 局 第１６７号（２）

平
成
30
年
度
関
東
森
林
管
理
局
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取
組
事
項

総
務
企
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部

企
画
調
整
課



苗
木
の
成
長
の
状
況
や
雑
草
木
と
の
競
合

状
態
を
見
て
、
苗
木
の
成
長
に
必
要
な
場

合
に
実
施
し
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
新
た
な
施
業
方
法
が
民

有
林
に
も
広
く
普
及
し
て
い
く
よ
う
、
で

き
る
限
り
多
く
の
民
有
林
関
係
者
の
参
加

を
得
な
が
ら
、
現
地
検
討
会
を
管
内
各
地

で
開
催
し
ま
す
。

林
業
事
業
体
が
１
年
を
通
じ
安
定
的
・

効
率
的
に
事
業
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
一

貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
推
進
、
複
数
年
契
約

の
拡
大
（
約
26
ha
（
Ｈ
29
）
→
約
74
ha

（
Ｈ
30
）
）
、
複
数
作
業
種
の
組
合
せ
発

注
（
植
栽
、
下
刈
、
除
伐
等
の
作
業
を
で

き
る
限
り
組
み
合
わ
せ
て
発
注
）
を
進
め

る
と
と
も
に
、
事
業
の
早
期
発
注
、
発
注

見
通
し
の
早
期
公
表
等
、
情
報
提
供
を
積

極
的
に
行
い
ま
す
。

ま
た
、
国
有
林
を
伐
採
し
丸
太
を
生
産

す
る
全
て
の
事
業
体
に
、
伐
採
か
ら
運
搬

ま
で
の
各
作
業
工
程
に
つ
い
て
作
業
日
報

を
作
成
し
て
も
ら
い
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に

な
っ
て
い
る
工
程
を
把
握
し
て
生
産
性
向

上
を
進
め
ま
す
。

③
民
有
林
と
の
連
携
強
化

民
有
林
と
連
携
す
る
こ
と
で
事
業
の
効

率
化
や
低
コ
ス
ト
化
等
が
期
待
さ
れ
る
区

域
を
「
森
林
共
同
施
業
団
地
」
に
設
定
し
、

一
体
的
な
路
網
の
整
備
や
相
互
利
用
、
計

画
的
な
間
伐
等
の
実
施
、
民
有
林
と
連
携

し
た
木
材
の
出
荷
等
を
行
い
ま
す
。

国
有
林
に
隣
接
・
介
在
す
る
民
有
林
で

の
森
林
整
備
の
遅
れ
が
国
有
林
の
公
益
的

機
能
の
発
揮
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
は
、
民
有
林
の
所
有
者
と
「
公

益
的
機
能
維
持
増
進
協
定
」
を
締
結
し
、

国
有
林
の
整
備
と
あ
わ
せ
て
民
有
林
の
整

備
を
一
体
的
に
行
い
ま
す
。

④
需
要
者
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
林
産
物

供
給国

産
材
の
付
加
価
値
向
上
や
需
要
拡
大
、

加
工
・
流
通
の
合
理
化
等
に
取
り
組
む
製

材
工
場
や
合
板
工
場
と
協
定
を
締
結
し
、

国
有
林
材
を
安
定
的
に
供
給
す
る
「
安
定

供
給
シ
ス
テ
ム
販
売
」
が
国
有
林
材
の
販

売
の
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
「
安
定

供
給
シ
ス
テ
ム
販
売
」
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
各
地
域
の
需
要
者
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
物
件
の
供
給

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

［
丸
太
販
売
の
う
ち
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム

販
売

平
成
29
年
度
：

75
％
］

ま
た
、
国
有
林
材
の
販
売
と
の
連
携
を

希
望
す
る
民
有
林
所
有
者
を
広
く
募
集
し
、

民
有
林
と
国
有
林
が
連
携
し
た
安
定
供
給

シ
ス
テ
ム
販
売
（
民
国
連
携
シ
ス
テ
ム
販

売
）
を
管
内
各
地
で
実
施
し
ま
す
。
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生産性向上の現地検討会

森林共同施業団地（模式図）

一貫作業システムの現地検討会 労働安全性が高い「列状間伐」

民国連携システム販売の件数



⑤
人
材
育
成
・
民
有
林
行
政
へ
の

支
援森

林
整
備
や
林
業
の
成
長
産
業
化
を
推

進
す
る
た
め
、
地
域
の
森
林
づ
く
り
に
つ

い
て
、
市
町
村
や
林
業
関
係
者
等
へ
の
技

術
的
支
援
を
行
う
森
林
総
合
監
理
士
の
育

成
が
必
要
で
す
。
平
成
30
年
度
は
７
月
と

９
月
に
管
内
の
国
有
林
に
お
い
て
、
県
や

国
の
職
員
等
を
対
象
に
、
森
林
総
合
監
理

士
の
育
成
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
５
年
に
一
度
の
市
町
村
森
林
整

備
計
画
の
見
直
し
時
期
を
迎
え
て
い
る
市

町
村
の
中
か
ら
「
民
国
連
携
推
進
地
区
」

を
設
定
し
、
国
有
林
の
職
員
が
各
県
の
森

林
総
合
監
理
士
等
と
連
携
し
、
市
町
村
森

林
整
備
計
画
の
作
成
・
実
行
監
理
等
を
重

点
的
に
支
援
し
ま
す
。

［
平
成
30
年
度
の
民
国
連
携
推
進
地
区
］

茨
城
県
：
常
陸
太
田
市
、
大
子
町

栃
木
県
：
日
光
市

新
潟
県
：
佐
渡
市

静
岡
県
：
浜
松
市

山
梨
県
：
富
士
吉
田
市

２

野
生
生
物
と
の
共
存
に
向
け
た
取
組

①
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
の
強
化

シ
カ
等
の
野
生
鳥
獣
の
生
息
域
が
拡
大

し
、
食
害
等
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
捕
獲
を
含

む
総
合
的
な
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
く
く
り
わ
な
や
ラ
イ
フ

ル
等
に
よ
る
捕
獲
事
業
の
実
施
地
域
を
拡

大
し
、
シ
カ
の
生
息
頭
数
削
減
に
よ
る
森

林
へ
の
被
害
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

29
年
度
：
７
署
（
11
地
域
）

30
年
度
：
９
署
（
12
地
域
）

ま
た
、
職
員
が
鳥
獣
関
係
法
令
の
知
識

や
、
ワ
ナ
の
設
置
方
法
等
の
技
術
を
身
に

つ
け
て
、
自
ら
国
有
林
内
に
「
く
く
り
わ

な
」
を
設
置
し
て
、
シ
カ
の
捕
獲
に
取
り

組
み
ま
す
。

地
元
の
猟
友
会
が
国
有
林
内
で
シ
カ
を

効
果
的
に
捕
獲
で
き
る
よ
う
、
捕
獲
協
力

協
定
を
締
結
し
、
国
有
林
の
入
口
に
あ
る

林
道
ゲ
ー
ト
の
鍵
を
狩
猟
期
間
中
貸
与
し

ま
す
。

シ
カ
の
食
害
等
を
防
止
す
る
た
め
、
防

護
柵
の
設
置
を
進
め
ま
す
。
そ
の
際
、

「
斜
め
張
り
ネ
ッ
ト
」
な
ど
、
資
材
や
構

造
を
工
夫
し
て
設
置
コ
ス
ト
の
低
減
を
図

り
ま
す
。

尾
瀬
国
立
公
園
内
の
大
江
湿
原
に
群
生

す
る
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
な
ど
の
貴
重
な
植

生
を
シ
カ
の
食
害
か
ら
保
護
す
る
た
め
、

毎
年
、
周
囲
の
国
有
林
内
に
防
護
柵
を
設

置
し
て
お
り
、
シ
カ
の
目
撃
頭
数
は
、
大

幅
に
減
少
し
、
植
生
の
回
復
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
よ
り
効

果
が
あ
が
る
よ
う
、
防
護
柵
を
設
置
し
ま

す
。ま

た
、
シ
カ
の
生
息
状
況
を
早
期
に
把

握
す
る
た
め
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
の
設
置

地
域
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
カ
メ
ラ
の

設
置
台
数
を
増
や
し
、
監
視
を
強
化
し
ま

す
。
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猟友会との捕獲協力協定の締結

民国連携システム販売

くくりわなの設置研修を受ける国有林職員

低コストで設置できる斜め張りネット



②
生
物
多
様
性
の
保
全

国
有
林
の
う
ち
原
生
的
な
天
然
林
な
ど

を
「
保
護
林
」
に
設
定
し
、
森
林
生
態
系

か
ら
な
る
自
然
環
境
の
維
持
、
野
生
生
物

の
保
護
等
を
行
い
ま
す
。

世
界
自
然
遺
産
で
あ
る
小
笠
原
諸
島
の

国
有
林
で
は
、
ア
カ
ギ
や
モ
ク
マ
オ
ウ
な

ど
外
来
種
の
駆
除
を
実
施
し
、
小
笠
原
諸

島
固
有
の
森
林
生
態
系
の
修
復
を
図
り
、

世
界
自
然
遺
産
と
し
て
の
価
値
の
維
持
に

努
め
ま
す
。

群
馬
県
み
な
か
み
町
の
「
赤
谷
の
森
」

で
は
、
イ
ヌ
ワ
シ
の
狩
り
場
を
創
出
す
る

た
め
人
工
林
を
皆
伐
し
、
出
現
頻
度
な
ど

の
効
果
に
つ
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
し
て

い
ま
す
。

形
状
な
ど
が
異
な
る
狩
り
場
を
新
た
に

設
定
し
、
イ
ヌ
ワ
シ
生
息
地
に
お
け
る
人

工
林
資
源
の
管
理
手
法
の
検
討
に
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

３

緑
の
国
土
強
靱
化
に
向
け
た
取
組

①
治
山
事
業
の
推
進
に
よ
る
災
害
に
強
い

山
づ
く
り

土
砂
の
流
出
・
崩
壊
、
落
石
、
飛
砂
、

流
木
な
ど
山
地
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
治
山
事
業
を
１
０
９
箇
所
に

お
い
て
実
施
し
ま
す
。

民
有
林
内
の
荒
廃
地
で
、
崩
壊
の
規
模

が
大
き
く
、
県
か
ら
の
要
請
が
あ
っ
た
地

区
に
つ
い
て
は
、
高
度
な
技
術
を
必
要
と

し
、
国
直
轄
で
治
山
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

［
平
成
30
年
度
事
業
実
施
地
区
］

頸
城
地
区
（
新
潟
県
）

野
呂
川
地
区
（
山
梨
県
）

大
井
川
地
区
、
小
山
地
区
（
静
岡
県
）

②
災
害
発
生
時
に
お
け
る
民
有
林
へ
の
貢

献
大
規
模
な
山
地
災
害
等
が
発
生
し
た
際

に
は
、
山
地
災
害
対
策
の
技
術
・
経
験
を

有
す
る
職
員
の
派
遣
、
学
識
経
験
者
（
大

学
、
森
林
総
合
研
究
所
）
、
都
道
府
県
、

市
町
村
等
と
の
合
同
に
よ
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

調
査
の
実
施
な
ど
、
初
動
対
応
等
に
お
け

る
支
援
を
行
い
ま
す
。

③
森
林
土
木
工
事
に
お
け
る
木
材
利
用
の

徹
底治

山
事
業
等
の
森
林
土
木
工
事
で
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
を
設
置
す
る
際
の

型
枠
は
、
間
伐
材
を
使
っ
た
残
存
丸
太
や

合
板
と
す
る
ほ
か
、
木
材
を
利
用
可
能
な

箇
所
は
全
て
木
材
を
使
用
し
ま
す
（
丸
太

筋
工
や
木
製
法
枠
工
な
ど
）
。

ま
た
、
工
事
看
板
な
ど
の
仮
設
工
に
つ

い
て
も
、
木
材
を
積
極
的
に
利
用
し
ま
す
。

平成３０年５月２９日 関 東 森 林 管 理 局 第１６７号（５）

外来種の駆除（樹幹注入）

山腹崩壊地の復旧

（渓間工、山腹工）

防護柵の設置により植生が回復した

大江湿原のニッコウキスゲ

丸太や県産材合板を使用した型枠

保護林の区分



４

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

へ
の
貢
献

①
森
林
整
備
の
本
格
的
な
再
開

福
島
県
相
双
地
域
の
避
難
指
示
が
解
除

さ
れ
た
区
域
の
国
有
林
に
お
い
て
、
森
林

整
備
を
本
格
的
に
再
開
す
る
と
と
も
に
、

林
道
の
維
持
修
繕
・
改
良
を
進
め
ま
す
。

住
民
が
安
心
し
て
帰
還
で
き
る
環
境
づ

く
り
や
、
原
発
事
故
の
影
響
で
希
薄
に
な
っ

た
住
民
と
森
林
の
関
わ
り
の
再
生
を
目
的

に
、
関
係
省
庁
と
連
携
し
て
「
里
山
再
生

モ
デ
ル
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。
平
成
30

年
度
は
、
田
村
市
五
十
人
山
に
お
い
て
、

登
山
者
や
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
に
向

け
た
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
環
境
省
の
実

施
す
る
除
染
事
業
と
連
携
し
て
、
登
山
道

周
辺
の
国
有
林
内
で
景
観
等
に
配
慮
し
た

間
伐
を
行
い
ま
す
。

②
海
岸
防
災
林
の
復
旧
・
再
生

被
災
し
た
海
岸
防
災
林
の
再
生
に
向
け
、

造
成
し
た
生
育
基
盤
へ
の
植
栽
等
を
進
め

ま
す
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
企
業
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
の
方
々
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
す
。

福
島
県
相
馬
市
に
あ
る
松
川
浦
の
国
有

林
で
は
、
約
４
km
に
わ
た
り
ク
ロ
マ
ツ
等

を
植
栽
し
ま
す
。
（
平
成
26
年
度
か
ら
平

成
32
年
度
末
ま
で
に
約
44
万
本
（
約
56
ha
）

植
栽
す
る
計
画
）

③
森
林
事
務
所
の
再
開

森
林
整
備
の
本
格
的
な
再
開
に
伴
う
事

業
量
の
大
幅
な
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

原
発
事
故
後
閉
鎖
し
て
い
た
福
島
県
相
双

地
域
の
５
つ
の
森
林
事
務
所
を
再
開
（
一

部
利
用
を
含
む
）
し
ま
す
。

平成３０年５月２９日 関 東 森 林 管 理 局 第１６７号（６）

治山事業予定箇所
間伐材を利用した落石防護柵

里山再生モデル事業

（川内保育園周辺）

地域の子供たちによる植栽



５
「
国
民
の
森
林
」
と
し
て
の
管
理
経
営

①
観
光
資
源
と
し
て
の
積
極
的
活
用

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
の
う
ち
、

観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
が
特
に
期
待
さ

れ
る
箇
所
と
し
て
選
定
さ
れ
た
モ
デ
ル
箇

所
（
「
日
本
美
し
の
森

お
薦
め
国
有
林
」
）

に
つ
い
て
、
情
報
発
信
や
多
言
語
看
板
の

設
置
、
修
景
伐
採
、
歩
道
整
備
な
ど
を
重

点
的
に
実
施
し
ま
す
。

②
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
、
森
林
環
境
教
育

の
推
進

企
業
や
市
民
団
体
等
の
方
々
に
よ
る

「
国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
」
活
動
や
、

学
校
等
で
の
森
林
教
室
・
体
験
林
業
等
の

取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
国
有
林
野
の
フ
ィ
ー

ル
ド
の
提
供
や
職
員
等
に
よ
る
技
術
指
導

等
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

③
双
方
向
の
情
報
受
発
信

一
般
公
募
に
よ
る
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

（
70
名
）
と
の
意
見
交
換
会
や
、
国
有
林

野
が
所
在
す
る
地
域
の
市
町
村
長
と
の
会

議
な
ど
を
通
じ
、
情
報
発
信
に
努
め
る
と

と
も
に
、
多
方
面
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を

業
務
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

更
に
詳
細
な
内
容
は
、
関
東
森
林
管
理

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

平成３０年５月２９日 関 東 森 林 管 理 局 第１６７号（７）

今
月
の
表
紙

「
飛
竜
橋
自
然
観
察
教
育
林

（
静
岡
県
川
根
本
町
）
」

平
成
29
年
に
「
日
本
美
し
の
森
お
薦
め
国

有
林
」
に
選
定
さ
れ
た
飛
竜
橋
自
然
観
察
教

育
林
（
静
岡
県
川
根
本
町
）
。
大
井
川
上
流

域
に
位
置
す
る
当
地
域
は
南
ア
ル
プ
ス
南
部

の
雄
大
な
自
然
が
残
さ
れ
て
お
り
、
南
ア
ル

プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
も
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

神
秘
的
な
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
ダ
ム
湖
に

架
か
る
「
夢
の
吊
り
橋
」
（
高
さ
8
ｍ
、
長

さ
90
ｍ
）
か
ら
、
寸
又
峡
と
し
て
有
名
な
V

字
渓
谷
、
春
の
新
緑
、
秋
の
紅
葉
な
ど
の
素

晴
ら
し
い
景
観
を
眺
め
る
と
、
別
世
界
に
い

る
よ
う
で
す
。

昭
和
43
年
ま
で
木
材
輸
送
に
使
わ
れ
て
い

た
森
林
鉄
道
の
軌
道
跡
を
利
用
し
た
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
で
の
散
策
が
楽
し
め
る
ほ
か
、

近
く
に
は
寸
又
峡
温
泉
も
あ
り
、
癒
や
し
効

果
抜
群
の
お
薦
め
国
有
林
で
す
。

森林教室

（高尾森林ふれあい推進センター）

野反自然休養林

（群馬県中之条町）

葛尾森林事務所（福島県葛尾村）


